
李
白
と
九
華
山
の
「
詩
跡
」
化
に
つ
い
て

寺
　
尾

剛

一、

?
`
李
白
の
九
華
山
詩
二
首
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九
華
山
は
、
安
徽
省
南
部
青
陽
県
西
南
に
位
置
す
る
連
峰
（
主
峰
の
十
王
峰
は
＝
二
四
二
米
）
で
、
い
わ
ゆ
る
景
勝
の
地
「
院
南
」
を
代
表

す
る
名
山
と
し
て
・
そ
し
て
ま
た
、
現
在
で
は
中
国
四
大
仏
教
名
山
の
；
と
し
て
、
そ
の
名
は
広
く
内
外
に
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
の
山
は
、
唐
代
の
前
半
に
至
る
ま
で
は
、
一
応
「
九
子
山
」
と
い
う
名
称
は
あ
っ
た
も
の
の
、
僻
遠
の
地
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
ほ
と
ん
ど
全
く
話
題
に
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
文
学
史
上
、
こ
の
山
を
天
下
に
知
ら
し
め
、
後
世
、
多
く
の
詞
人
黒
客
を
し
て
「
詩

跡
」
と
し
て
注
目
さ
せ
た
最
大
の
”
功
労
者
”
は
、
李
白
（
七
〇
一
～
七
六
二
）
と
、
そ
れ
に
継
ぐ
劉
禺
錫
（
七
七
二
～
八
四
二
）
で
あ
ろ
う

と
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
李
白
は
こ
の
「
九
華
山
」
の
命
名
者
で
も
あ
る
（
こ
れ
に
対
す
る
異
論
に
つ
い
て
は
後
述
）
。
本
稿
で
は
、
「
詩
跡
」

研
究
の
一
環
と
し
て
二
詩
跡
」
の
発
巳
継
承
・
定
着
の
慧
を
、
李
白
と
九
華
山
と
の
関
わ
り
を
中
心
に
検
討
し
て
い
く
、
・
と
に
し
た
い
。

は
じ
め
に
、
問
題
と
な
・
李
白
の
九
ま
関
係
の
作
・
叩
二
首
を
挙
げ
て
お
く
（
底
本
は
『
王
埼
本
』
）
．
ち
な
ヨ
㏄
。
の
二
作
．
叩
の
制
作
年
代

に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
天
宝
十
三
載
（
七
五
四
年
、
李
白
五
四
歳
）
な
い
し
十
四
載
と
す
る
説
が
有
力
で
あ
る
。



改
九
子
山
為
九
華
山
、
聯
句
　
井
序
〔
九
子
山
を
改
め
九
華
山
と
為
す
、
聯
句
　
序
を
井
す
〕

　
　
青
陽
県
南
、
有
九
子
山
。
山
高
数
千
丈
、
上
有
九
峰
、
如
蓮
華
。
案
図
徴
名
、
無
所
依
拠
。
太
史
公
南
遊
、
略
而
不
書
。
事
絶

　
　
古
老
之
口
、
復
闘
名
賢
之
紀
。
難
霊
仙
往
復
、
而
賦
詠
牢
聞
。
余
乃
削
其
旧
号
、
加
以
九
華
之
目
。
時
訪
道
江
漢
、
憩
於
夏
侯

　
　
廻
之
堂
。
開
籏
岸
憤
、
坐
眺
松
雪
、
因
与
二
一
二
子
聯
句
、
伝
之
将
来
。

　
　
　
　
〔
青
陽
県
の
南
に
、
九
子
山
有
り
。
山
高
数
千
丈
、
上
に
九
峰
有
り
、
蓮
華
の
如
し
。
図
を
案
じ
て
名
を
徴
す
る
に
、
依

　
　
　
　
拠
す
る
所
無
し
。
太
史
公
南
遊
せ
し
も
、
略
し
て
書
せ
ず
。
事
、
古
老
の
口
に
絶
え
、
復
た
名
賢
の
紀
を
閥
く
。
霊
仙
往

　
　
　
　
復
す
と
錐
も
、
而
る
に
賦
詠
聞
く
こ
と
空
な
り
。
余
、
乃
ち
其
の
旧
号
を
削
り
、
加
ふ
る
に
九
華
の
目
を
以
て
す
。
時
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ら

　
　
　
　
道
を
江
漢
に
訪
ひ
、
夏
侯
廻
の
堂
に
憩
ふ
。
蒼
を
開
き
憤
を
岸
は
し
、
坐
し
て
松
雪
を
眺
め
、
因
っ
て
二
］
二
子
と
聯
句
し
、

　
　
　
　
之
を
将
来
に
伝
へ
ん
。
〕

妙
有
分
二
気

霊
山
開
九
華

層
標
逼
遅
日

半
壁
明
朝
霞

積
雪
曜
陰
墾

飛
流
飲
陽
崖

青
焚
玉
樹
色

繧
緻
羽
人
家

（
李
白
）

（
高
露
）

（
章
権
輿
）

（
李
白
）

飛積半層霊妙
流雪壁標山有

二
気
を
分
か
ち

九
華
を
開
く
（
李
白
）

　
　
　
と
ど

遅
日
を
逼
め

朝
霞
　
明
ら
か
な
り
（
高
露
）

　
　
　
か
が
や

陰
墾
に
曜
き

　
　
　
ふ

陽
崖
に
飲
・
く
（
章
権
輿
）

青
榮
た
り
玉
樹
の
色

繰
紗
た
り
羽
人
の
家

（
李
白
）
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【
通
訳
】
　
　
「
九
子
山
を
改
名
し
て
九
華
山
と
す
る
　
聯
句
　
序
を
あ
わ
せ
る
」

　
　
　
〔
序
〕
青
陽
県
の
南
に
「
九
子
山
」
と
い
う
山
が
あ
る
。
高
さ
数
千
丈
で
、
上
に
九
つ
の
峰
が
あ
り
、
あ
た
か
も
蓮
華
の

　
　
　
　
よ
う
で
あ
る
。
地
図
を
見
て
名
を
調
べ
よ
う
に
も
、
依
拠
す
る
も
の
が
な
い
。
太
史
公
司
馬
遷
は
、
南
に
も
遊
び
に

　
　
　
　
来
て
い
る
の
に
、
こ
の
山
に
つ
い
て
は
、
省
略
し
て
記
録
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
山
の
こ
と
は
、
地
元
の

　
　
　
　
古
老
た
ち
の
口
承
に
も
絶
え
、
ま
た
、
先
賢
た
ち
の
紀
行
文
に
も
欠
け
て
無
い
。
多
く
の
神
仙
が
往
復
し
た
で
あ
ろ

　
　
　
　
う
に
、
詩
や
歌
に
も
ほ
と
ん
ど
聞
か
れ
な
い
。
私
は
そ
こ
で
、
こ
の
山
の
元
の
名
前
を
削
っ
て
、
新
た
に
「
九
華
」

　
　
　
　
の
名
称
を
与
え
よ
う
と
思
う
。
時
に
、
私
は
江
漢
一
帯
を
旅
し
て
回
り
、
夏
侯
廻
の
屋
敷
で
ひ
と
休
み
し
て
い
る
。

　
　
　
　
軒
端
を
開
き
、
頭
巾
を
脱
ぐ
。
座
り
な
が
ら
松
に
か
か
る
雪
を
眺
め
、
そ
し
て
二
一
二
人
の
友
人
と
聯
句
を
作
り
、
こ

　
　
　
　
れ
を
未
来
に
伝
え
よ
う
と
思
う
。
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造
化
の
妙
は
、
陰
陽
の
二
気
を
分
か
ち

こ
の
霊
山
に
九
つ
の
華
を
開
か
せ
た
　
　
（
李
白
）

重
な
る
峰
々
は
春
の
日
を
留
め

岩
壁
の
半
ば
は
朝
霞
で
明
る
く
な
っ
て
い
る
　
　
（
高
舞
）

積
も
っ
た
雪
は
、
暗
が
り
の
谷
間
を
輝
か
し

飛
び
散
る
滝
の
流
れ
は
、
日
に
照
ら
さ
れ
た
崖
に
吹
き
出
し
て
い
る

青
く
光
る
玉
石
の
よ
う
な
木
々

は
る
か
に
見
え
る
神
仙
の
家
　
　
（
李
白
）

（
章
権
輿
）



望
九
華
山
贈
青
陽
章
仲
堪
〔
九
華
山
を
望
み
青
陽
の
章
仲
堪
に
贈
る
〕

昔
在
九
江
上

遥
望
九
華
峰

天
河
桂
緑
水

秀
出
九
芙
蓉

我
欲
一
揮
手

誰
人
可
相
従

君
為
東
道
主

於
此
臥
雲
松

【
通
訳
】

昔
　
九
江
の
上
に
在
り

遥
か
に
九
華
の
峰
を
望
む

天
河
　
緑
水
を
桂
け

秀
出
す
　
九
芙
蓉

　
　
　
　
　
　
ふ
る

我
　
｝
た
び
手
を
揮
は
ん
と
欲
す

誰
人
か
相
ひ
従
ふ
べ
き

君
は
東
道
の
主
為
り

此
に
於
い
て
雲
松
に
臥
せ
ん

「
九
華
山
を
望
み
、
青
陽
県
令
の
章
仲
堪
に
贈
る
」

か
つ
て
は
九
流
す
る
長
江
の
ほ
と
り
か
ら

こ
の
九
華
山
を
遥
か
に
望
み
や
っ
た
こ
と
も
あ
る

銀
河
が
緑
水
の
漂
布
と
な
っ
て
崖
に
か
か
り

そ
こ
に
九
つ
の
芙
蓉
の
ご
と
き
峰
々
が
す
ば
ら
し
く
抜
き
ん
出
て
い
る

私
は
、
手
を
振
っ
て
、
俗
世
に
さ
よ
な
ら
し
よ
う
と
思
う
が
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い
っ
た
い
誰
が
付
き
従
っ
て
く
れ
よ
う

東
道
の
主
た
る
章
仲
堪
君
が
案
内
役
に
な
っ
て
く
れ
る
と
い
う
か
ら

私
は
こ
の
山
で
雲
と
松
の
間
に
寝
っ
こ
ろ
が
る
と
し
よ
う

二
、
「
九
華
山
」
の
名
称
の
定
着
時
期
に
つ
い
て

　
も
と
も
と
「
九
子
山
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
こ
の
山
が
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
「
九
華
山
」
と
し
て
承
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
公
的
な
承
認
を
得
、
正
式
名
称
と
な
っ
た
時
期
を
確
認
し
て
み
る
と
、
北
宋
・
太
宗
太
平
興
国
八
年
（
九
八
三
年
）
成
立

の
『
太
平
御
覧
』
巻
四
六
「
地
部
十
一
」
に
「
九
華
山
」
の
条
が
設
け
ら
れ
て
お
り
（
内
容
に
つ
い
て
は
後
述
）
、
ま
た
、
ほ
ぼ
同
時
期
の
北
宋
．

太
宗
雍
煕
四
年
（
九
八
七
年
）
ご
ろ
成
立
の
『
太
平
簑
宇
記
』
巻
一
〇
五
「
九
華
山
」
の
条
に
、
「
在
〔
青
陽
〕
県
二
十
里
、
旧
名
九
子
山
。

ヘ
　
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

李
白
以
九
峯
有
如
蓮
花
削
成
、
改
為
九
華
山
。
因
有
詩
云
、
天
河
溢
緑
水
、
秀
出
九
芙
蓉
。
今
、
山
有
李
白
書
堂
基
趾
存
焉
。
・
：
又
按
顧
野
王

『
輿
地
志
』
云
、
其
山
面
有
峯
千
初
壁
立
、
周
回
二
百
里
、
高
一
千
丈
、
出
碧
鶏
之
類
。
」
と
あ
る
の
が
、
現
存
の
公
的
史
料
（
両
書
と
も
に

皇
帝
に
上
梓
さ
れ
た
も
の
。
特
に
『
太
平
御
覧
』
は
奉
勅
撰
で
あ
る
）
と
し
て
は
最
も
古
い
。
以
後
、
北
宋
・
仁
宗
元
豊
三
年
（
一
〇
八
〇
年
）

成
立
の
『
元
豊
九
域
志
』
巻
六
「
池
州
・
池
陽
郡
・
青
陽
県
」
の
条
に
も
「
有
九
華
山
、
青
山
、
五
渓
。
」
と
あ
り
、
ま
た
、
南
宋
に
至
っ
て

は
『
方
輿
勝
覧
』
巻
一
六
、
『
輿
地
紀
勝
』
巻
二
二
に
、
い
ず
れ
も
「
九
華
山
」
の
条
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
特
に
『
方
輿
勝
覧
』
で
は
「
旧

名
九
子
山
。
李
白
以
有
峯
有
如
蓮
花
、
改
為
九
華
山
。
」
と
、
『
太
平
簑
宇
記
』
の
文
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
て
、
命
名
者
を
李
白
と
す
る
説
を
追
認
し

て
い
る
。
以
後
、
歴
代
の
地
志
も
、
「
九
華
山
」
を
正
式
名
称
と
し
、
か
つ
、
そ
の
命
名
者
と
し
て
、
李
白
の
名
を
挙
げ
る
の
が
常
と
な
っ
て

い
る
。

　
で
は
、
唐
代
ま
で
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
ま
ず
地
志
類
に
関
し
て
は
、
そ
の
多
く
は
、
す
で
に
散
逸
し
て
し
ま
っ
て
お
り
、
確
証
は
持
て
な
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い
が
、
現
存
資
料
を
見
る
限
り
に
お
い
て
は
、
「
九
華
山
」
の
名
は
見
え
な
い
。
例
え
ば
、
唐
・
元
和
八
年
（
八
＝
二
年
）
成
立
の
『
元
和
郡

県
志
』
「
青
陽
県
」
の
条
を
見
て
も
、
「
九
華
山
」
に
関
す
る
記
述
は
一
切
な
く
、
従
っ
て
、
こ
の
時
点
に
お
い
て
は
、
な
お
「
九
華
山
」
は
、

名
称
云
々
以
前
に
、
公
的
に
は
注
目
に
値
し
な
い
山
と
み
な
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
前
掲
『
太
平
御
覧
』
「
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ

華
山
」
の
条
に
「
顧
野
王
『
輿
地
記
』
日
、
九
華
山
、
山
高
一
千
丈
。
」
と
い
う
記
述
が
見
え
る
。
顧
野
王
の
『
輿
地
記
』
（
あ
る
い
は
『
輿
地

志
』
）
一
〇
巻
は
、
南
朝
・
陳
の
太
建
二
年
（
五
七
〇
年
）
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
一
大
地
理
書
で
あ
る
（
現
在
で
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
散
侠
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

従
っ
て
、
こ
の
『
太
平
御
覧
』
の
記
述
が
事
実
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
李
白
よ
り
は
る
か
以
前
に
、
す
で
に
「
九
華
山
」
の
名
称
が
存
在
し
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

と
に
な
り
、
大
問
題
と
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
だ
が
、
や
は
り
、
こ
の
「
九
華
山
」
の
語
は
、
原
書
で
は
そ
の
旧
名
「
九
子
山
」
が
用
い
ら
れ

て
い
て
、
『
太
平
御
覧
』
の
編
者
が
名
称
上
の
混
乱
を
避
け
る
た
め
に
書
き
替
え
た
も
の
、
と
み
な
す
の
が
穏
当
と
考
え
ら
れ
る
。
と
言
う
の
も
、

徳
森
編
『
〔
民
国
丁
丑
重
新
編
訂
〕
九
華
山
志
』
（
一
九
三
七
年
編
）
に
は
、
明
末
の
曹
学
栓
『
名
山
志
』
の
記
述
「
顧
野
王
『
輿
地
志
』
日
、

　
へ
九
子
山
、
千
仰
壁
立
、
周
回
二
百
里
、
高
一
千
丈
、
出
碧
難
、
五
叙
松
。
」
を
引
用
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
顧
野
王
の
原
書

　
　
　
　
へ

で
は
「
九
子
山
」
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
顧
野
王
の
書
に
記
述
が
あ
る
以
上
、
全
く
存
在
の
知
ら
れ
て
い
な
い
山

で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
た
だ
、
こ
の
青
陽
の
「
九
子
山
」
を
言
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
他
所
の
そ
れ
を
言
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て

は
、
地
理
説
明
が
な
い
の
で
確
定
で
き
な
い
）
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
「
九
華
山
」
の
名
称
の
国
家
レ
ベ
ル
の
公
認
、
と
い
う
意
味
で
は
、
北
宋
初
期
に
ま
で
し
か
遡
れ
な
い
、
と
い
う
の
が
現

状
で
あ
る
。
し
か
し
、
文
学
レ
ベ
ル
に
お
け
る
承
認
は
、
極
め
て
急
速
に
行
な
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
大
き
な
流
れ
と
し
て
挙
げ

ら
れ
る
の
が
、
中
唐
の
費
冠
卿
か
ら
、
晩
唐
の
李
群
玉
・
羅
隠
・
杜
荷
鶴
（
い
ず
れ
も
晩
唐
を
代
表
す
る
詩
人
）
、
さ
ら
に
は
、
い
わ
ゆ
る
「
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

通
十
哲
」
（
あ
る
い
は
「
芳
林
十
哲
」
）
に
数
え
ら
れ
る
詩
人
た
ち
に
至
る
一
連
の
動
向
で
あ
る
。
ま
ず
費
冠
卿
（
生
没
年
未
詳
、
元
和
二
年
〔
八

〇
七
年
〕
進
士
｝
で
あ
る
が
、
彼
は
母
の
死
を
契
機
に
九
華
山
に
隠
遁
し
、
長
慶
元
年
（
八
一
二
年
）
に
中
央
か
ら
右
拾
遺
と
し
て
召
さ
れ
た

が
、
断
っ
た
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
徴
士
で
あ
る
（
『
唐
披
言
』
巻
八
、
『
唐
詩
紀
事
』
巻
六
〇
等
に
伝
が
あ
る
）
。
彼
の
九
華
山
に
対
す
る
最
大
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の
功
績
の
一
つ
は
、
「
九
華
山
化
城
寺
記
」
（
元
和
八
年
〔
八
二
二
年
〕
の
作
。
『
全
唐
文
』
巻
六
九
四
）
の
一
文
で
あ
る
。
こ
の
文
の
意
義
は
、

彼
が
、
九
華
山
仏
教
の
事
実
上
の
開
祖
と
も
言
う
べ
き
金
地
蔵
（
本
名
は
金
喬
覚
。
も
と
朝
鮮
半
島
の
新
羅
の
王
子
．
金
氏
の
近
族
で
、
こ
の

九
華
山
の
洞
窟
で
修
業
を
続
け
た
。
至
徳
年
間
の
初
め
〔
七
五
六
年
〕
、
諸
葛
節
ら
が
そ
の
苦
行
に
感
動
し
、
土
地
を
買
い
道
場
と
し
て
献
じ
、

そ
れ
が
化
城
寺
の
前
身
と
い
う
。
『
唐
詩
紀
事
』
巻
七
三
に
、
短
い
が
彼
の
伝
が
あ
る
）
を
広
く
世
に
紹
介
し
た
こ
と
に
あ
ろ
う
。
む
ろ
ん
進

士
合
格
者
で
あ
る
以
上
、
詩
に
お
い
て
も
優
れ
て
い
た
と
想
像
さ
れ
、
『
全
唐
詩
』
に
は
十
一
首
の
作
品
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
大
半
は
九
華

山
隠
棲
中
の
作
）
。
ち
な
み
に
、
「
九
華
山
化
城
寺
記
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
注
目
し
た
い
。
李
白
の
死
後
、
わ
ず
か
五
十
年
に
し
て
、
す
で
に

こ
の
山
の
名
は
「
九
華
山
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
文
の
中
で
は
、
李
白
の
名
は
全
く
見
ら
れ
な
い
が
、
そ
の
冒
頭
に
「
九
華

山
、
古
．
九
子
山
。
」
と
、
あ
た
か
も
、
最
近
に
な
っ
て
意
図
的
・
人
為
的
に
山
名
が
改
変
さ
れ
た
こ
と
を
暗
示
す
る
よ
う
な
表
現
が
あ
る
二

般
に
、
複
数
の
呼
称
が
存
在
す
る
な
ら
ば
、
「
別
名
…
」
等
と
表
現
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
）
。
李
白
の
名
を
出
さ
な
か
っ
た
の
は
、
そ
の

必
要
性
を
感
じ
な
か
っ
た
か
ら
か
、
あ
る
い
は
李
白
が
道
教
信
者
で
あ
っ
た
た
め
に
、
あ
え
て
避
け
た
も
の
か
、
一
考
を
要
す
る
と
こ
ろ
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ゆ
う
う
し
や
く

る
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
上
で
重
要
な
作
品
が
、
劉
禺
錫
の
「
九
華
山
歌
」
で
あ
る
が
（
「
九
華
山
」
を
取
り
上
げ
た
も
の
と
し
て
、
年
代

が
確
定
で
き
る
も
の
の
中
で
、
李
白
・
費
冠
卿
に
続
い
て
、
三
番
目
に
古
い
作
）
、
こ
の
作
品
は
、
九
華
山
「
詩
跡
」
化
の
問
題
を
考
え
る
上
で
、

李
白
の
作
品
と
と
も
に
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
次
節
以
下
に
詳
述
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
さ
て
、
こ
の
費
冠
卿
は
、
金
地
蔵
の
紹
介
者
と
し
て
、
そ
し
て
、
こ
の
九
華
山
を
愛
し
終
生
こ
こ
に
隠
棲
し
た
文
人
と
し
て
、
後
の
唐
詩
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
う

た
ち
に
大
き
な
影
響
を
残
し
て
い
る
。
彼
の
生
前
に
も
、
友
人
で
も
あ
る
挑
合
（
質
島
と
詩
名
を
等
し
く
し
た
詩
壇
の
重
鎮
。
七
七
五
？
～
八

五
五
？
）
に
「
寄
九
華
費
冠
卿
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
四
九
七
）
と
い
う
作
が
あ
り
、
死
後
に
お
い
て
も
、
李
群
玉
（
挑
合
と
も
交
遊
。
八
〇
八
？

～
八
六
二
）
に
「
経
費
拾
遺
所
居
、
呈
封
員
外
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
五
六
九
）
、
羅
隠
（
八
三
三
～
九
一
〇
）
に
「
九
華
山
費
徴
君
所
居
」
（
『
全

唐
詩
』
巻
六
五
七
）
、
杜
筍
鶴
（
九
華
山
に
隠
棲
し
自
ら
九
華
山
人
と
も
号
し
て
い
た
。
八
四
六
～
九
〇
四
）
に
「
経
九
華
費
徴
君
墓
」
（
『
全

唐
詩
』
巻
六
九
一
）
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
九
華
山
の
費
冠
卿
の
旧
宅
や
墓
所
を
訪
れ
て
、
彼
の
霊
を
弔
っ
て
い
る
。
九
華
山
が
生
活
拠
点
で
あ
っ
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た
杜
筍
鶴
は
別
に
し
て
も
、
李
群
玉
や
羅
隠
と
い
っ
た
名
立
た
る
詩
人
た
ち
が
、
こ
の
九
華
山
に
立
ち
寄
っ
て
い
る
こ
と
自
体
、
文
学
史
上
、

特
筆
す
る
に
値
す
る
。
ま
た
、
詩
的
名
所
「
詩
跡
」
と
い
う
観
点
か
ら
し
て
も
、
す
で
に
晩
唐
期
に
お
い
て
、
九
華
山
中
の
費
冠
卿
の
旧
宅
及

び
墓
所
は
、
そ
の
地
位
を
獲
得
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
九
華
山
人
杜
萄
鶴
と
と
も
に
、
若
い
時
期
、
九
華
山
に
お
い
て
共
に
勉
学
に
励
ん
だ
と
さ
れ
る
人
物
と
し
て
、
顧
雲
（
？
～

八
九
四
？
）
、
段
文
圭
（
生
没
年
未
詳
）
が
い
る
（
詳
し
く
は
傳
旋
綜
主
編
『
唐
才
子
伝
校
箋
』
第
四
冊
「
段
文
圭
」
の
条
を
参
照
。
『
唐
詩
紀

事
』
巻
六
七
及
び
六
八
に
両
者
の
伝
が
あ
る
）
。
い
ず
れ
も
当
時
の
詩
壇
に
名
を
知
ら
れ
た
人
物
で
あ
る
。
ま
た
、
成
通
十
二
年
（
八
七
一
年
）

の
進
士
科
の
試
験
に
お
い
て
、
「
九
華
の
人
」
（
お
そ
ら
く
「
出
身
」
と
い
う
こ
と
で
な
く
、
こ
こ
で
隠
棲
な
い
し
学
ん
だ
人
物
と
い
う
意
）
の

張
喬
（
生
没
年
未
詳
）
・
許
裳
（
八
二
二
～
？
）
・
張
頗
（
生
没
年
未
詳
）
・
周
縣
（
生
没
年
未
詳
）
ら
四
人
が
ま
と
め
て
合
格
し
、
時
に
「
九

華
四
俊
」
と
号
さ
れ
た
と
い
う
記
述
も
あ
る
（
『
登
科
記
考
』
巻
二
一
二
参
照
。
な
お
周
孫
以
外
の
三
人
に
つ
い
て
は
『
唐
詩
紀
事
』
に
伝
が
あ
る
）
。

こ
の
四
者
は
、
い
ず
れ
も
当
時
の
い
わ
ゆ
る
「
成
通
十
哲
」
に
加
え
ら
れ
て
お
り
、
当
時
と
し
て
は
著
名
な
文
学
者
で
あ
っ
た
。

　
以
上
の
ご
と
く
、
九
華
山
は
、
晩
唐
期
に
至
っ
て
、
多
く
の
文
学
者
を
輩
出
す
る
南
方
の
知
識
人
集
団
の
メ
ッ
カ
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
（
こ
の
ほ
か
江
西
省
の
盧
山
も
そ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た
）
。
そ
も
そ
も
、
長
江
以
南
の
地
は
、
南
朝
人
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
文
学

的
な
開
発
が
な
さ
れ
、
南
北
統
一
以
後
、
北
方
の
文
学
者
た
ち
に
も
、
次
第
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
は
唐
中
葉
の
安
史
の
乱
に

至
っ
て
、
大
量
の
疎
開
者
と
と
も
に
多
く
の
文
学
者
が
流
入
し
た
。
そ
の
時
点
で
、
九
華
山
が
、
当
時
の
文
学
者
に
発
見
さ
れ
る
の
は
時
間
の

問
題
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
李
白
が
九
華
山
を
紹
介
し
た
以
外
、
し
ば
ら
く
の
間
、
ほ
と
ん
ど
文
学
的
に
は
注
目
さ
れ

な
か
っ
た
。
李
白
の
死
後
約
六
十
年
を
経
て
、
長
慶
四
年
（
八
二
四
年
）
、
こ
の
付
近
に
立
ち
寄
っ
た
劉
禺
錫
が
「
九
華
山
歌
」
を
作
り
（
こ

の
作
品
は
彼
の
代
表
作
の
一
つ
で
も
あ
る
）
、
ま
た
こ
れ
と
相
前
後
し
て
、
実
際
に
そ
の
山
に
棲
ん
で
い
た
費
冠
卿
が
、
内
側
か
ら
こ
の
山
を

讃
え
、
さ
ら
に
は
仏
教
的
な
意
義
を
添
え
た
。
晩
唐
に
至
っ
て
、
仏
教
の
興
隆
と
北
方
の
政
情
の
不
安
定
さ
と
が
あ
い
ま
っ
て
、
九
華
山
は
大

量
の
入
居
者
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
り
（
特
に
黄
巣
の
乱
〔
八
七
五
～
八
八
四
〕
以
後
、
と
り
わ
け
顕
著
と
な
る
）
、
同
時
に
こ
れ
ら
の
文
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人
た
ち
の
作
品
を
通
し
て
、
名
山
と
し
て
の
名
声
を
得
、
そ
し
て
「
九
子
山
」
で
は
な
く
「
九
華
山
」
と
い
う
名
称
も
確
た
る
も
の
と
な
っ
て

い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
こ
で
、
あ
ら
た
め
て
李
白
に
戻
り
た
い
。
「
九
華
山
」
と
い
う
名
称
は
李
白
に
は
じ
ま
る
（
同
時
に
、
こ
の
山
に
着
目
し
た
、
ほ
ぼ
最
初

の
文
学
者
）
、
と
い
う
考
え
は
、
す
で
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
北
宋
以
降
に
お
い
て
は
、
ほ
ぼ
常
識
と
な
っ
て
い
る
。
確
か
に
、
管
見
の
限
り
、

「
九
華
山
」
の
名
称
は
李
白
以
前
に
は
遡
れ
な
い
（
『
太
平
御
覧
』
所
引
の
顧
野
王
『
輿
地
記
』
に
「
九
華
山
」
と
あ
る
の
は
編
者
に
よ
る
改

変
で
あ
ろ
う
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
）
。
ま
た
、
李
白
自
身
が
「
九
子
山
を
改
め
九
華
山
と
為
す
」
と
宣
言
し
て
い
る
以
上
、
彼
の
言
葉
を
信

じ
る
限
り
、
そ
れ
を
事
実
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
一
応
、
こ
の
点
を
疑
っ
て
み
る
必
要
も
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
李
白
に
は
虚

言
癖
が
あ
る
と
い
う
風
評
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
次
の
よ
う
な
い
く
つ
か
の
疑
問
が
残
る
か
ら
で
あ
る
。

　
第
一
に
、
地
名
の
改
変
が
、
当
時
か
ら
名
を
天
下
に
知
ら
れ
て
い
た
詩
人
と
は
言
え
、
一
介
の
詩
人
の
言
に
よ
っ
て
容
易
に
成
し
遂
げ
ら
れ

る
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
疑
問
。

　
第
二
に
、
そ
の
名
称
の
定
着
の
速
度
と
浸
透
度
。
費
冠
卿
、
劉
萬
錫
は
李
白
以
後
、
約
半
世
紀
に
し
て
、
「
九
華
山
」
と
い
う
名
称
を
採
用

し
て
い
る
。
こ
の
半
世
紀
と
い
う
時
間
を
長
い
と
見
る
か
短
い
と
見
る
か
は
主
観
的
な
問
題
で
あ
る
に
せ
よ
、
晩
唐
の
詩
人
た
ち
の
用
例
を
見

た
場
合
、
古
名
が
「
九
子
山
」
で
あ
っ
た
と
い
う
指
摘
が
詩
文
中
に
見
ら
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
詩
題
に
は
、
ほ
と
ん
ど
「
九
華
山
」
の
名

称
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
徹
底
し
た
浸
透
度
を
考
え
た
場
合
、
あ
る
い
は
、
す
で
に
李
白
以
前
か
ら
こ
の
名
称
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
疑
問
が
残
る
。

　
そ
し
て
、
第
三
に
、
宋
代
以
降
に
お
い
て
は
、
九
華
山
関
係
の
詩
文
の
中
に
命
名
者
と
し
て
李
白
の
名
が
多
々
見
ら
れ
る
の
に
対
し
、
唐
代

の
そ
れ
に
は
、
管
見
に
よ
る
限
り
、
ほ
と
ん
ど
李
白
の
名
は
出
て
来
な
い
。
例
外
と
し
て
は
、
『
太
平
御
覧
』
（
前
掲
）
に
「
『
九
華
山
録
』
日
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

此
山
奇
秀
、
高
出
雲
表
、
峰
轡
異
状
、
其
数
有
九
、
故
号
九
子
山
焉
。
李
白
因
遊
江
漢
、
親
其
山
秀
異
、
遂
更
号
日
九
華
。
」
と
あ
り
（
作
者

名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
）
、
『
太
平
御
覧
』
が
採
用
す
る
記
述
は
、
た
い
て
い
唐
ま
で
の
も
の
で
あ
る
の
で
、
こ
の
「
九
華
山
録
」
な
る
も
の
も
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唐
代
の
作
と
、
一
応
推
定
さ
れ
る
（
前
掲
『
九
華
山
志
』
は
こ
れ
を
唐
の
作
者
不
詳
の
作
と
し
て
い
る
）
。
ま
た
、
南
宋
成
立
の
『
輿
地
紀
勝
』

巻
二
二
「
九
華
山
詩
」
の
条
の
中
に
杜
牧
（
八
〇
三
～
八
五
二
）
の
作
と
し
て
七
言
律
詩
一
首
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
（
詩
題
は
記
さ
れ
て
い
な

い
）
、
そ
の
尾
聯
に
「
却
憶
諦
仙
才
格
俊
、
解
吟
秀
出
九
芙
蓉
」
と
あ
る
（
こ
の
作
品
は
前
掲
『
九
華
山
志
』
等
に
は
、
「
郡
楼
望
九
華
」
と
題

さ
れ
、
そ
の
後
半
四
句
の
み
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
）
。
李
白
を
意
味
す
る
「
諦
仙
」
の
語
と
、
李
白
の
前
掲
「
望
九
華
山
贈
青
陽
章
仲
堪
」
の
「
秀

出
九
芙
蓉
」
の
句
が
そ
の
ま
ま
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
こ
の
作
品
が
李
白
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
、
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ

の
作
品
、
杜
牧
の
別
集
類
に
は
掲
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
杜
牧
の
作
品
と
断
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
た
だ
、
杜
牧
は
池
州
刺
史
時
代
、
李
白
を

踏
ま
え
た
作
品
を
多
々
残
し
て
お
り
、
ま
た
こ
の
作
品
を
掲
載
し
て
い
る
『
輿
地
紀
勝
』
自
体
、
南
宋
期
と
い
う
か
な
り
古
い
時
代
の
も
の
で

あ
る
の
で
、
こ
の
作
品
が
杜
牧
の
も
の
で
な
い
と
断
言
す
る
こ
と
も
危
険
で
は
あ
る
。

　
唯
一
、
貴
重
な
資
料
と
な
る
の
が
、
こ
の
杜
牧
と
も
親
交
の
あ
っ
た
孟
遅
（
生
没
年
未
詳
。
文
宗
開
成
三
年
〔
八
三
八
年
〕
に
宣
城
に
遊
び
、

杜
牧
と
唱
和
、
武
宗
会
昌
五
年
〔
八
四
五
年
〕
、
進
士
に
登
第
し
て
い
る
）
の
「
発
恵
風
館
、
遇
陰
、
不
見
九
華
山
、
有
作
」
（
『
全
唐
詩
』
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

五
五
七
）
で
、
こ
れ
に
は
「
我
来
准
陰
城
、
千
江
万
山
無
不
経
。
山
青
水
碧
千
万
丈
、
奇
峰
急
派
何
縦
横
。
又
聞
九
華
山
、
山
頂
連
青
冥
。
太

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

白
有
逸
韻
、
使
我
西
南
行
。
…
」
と
あ
り
、
李
白
が
九
華
山
を
歌
っ
た
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。
た
だ
、
李
白
が
命
名
者
で
あ
る
こ
と
に
つ
い

て
は
言
及
し
て
い
な
い
。

　
し
か
し
、
唐
代
の
九
華
山
に
関
わ
る
詩
文
に
お
い
て
、
以
上
の
若
干
の
例
を
除
い
て
、
李
白
の
名
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
と
い
う
事
実
が

あ
る
以
上
、
そ
れ
が
偶
然
で
あ
っ
た
か
否
か
は
別
に
せ
よ
、
当
然
、
果
た
し
て
本
当
に
李
白
が
九
華
山
の
命
名
者
な
の
か
、
ま
た
、
そ
う
だ
と

し
て
も
、
そ
れ
を
一
般
の
詩
人
た
ち
が
知
っ
て
い
た
の
か
、
と
い
う
疑
問
に
突
き
当
た
る
。

　
例
え
ば
、
窪
蜆
園
箋
証
『
劉
禺
錫
箋
証
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
九
年
）
「
九
華
山
歌
」
の
条
に
お
い
て
、
器
蜆
園
氏
は
「
観
禺
錫
此

詩
、
以
謝
眺
之
於
敬
亭
為
比
、
而
不
言
李
、
似
不
以
九
華
山
之
名
為
始
於
李
也
。
」
（
「
劉
禺
錫
の
こ
の
『
九
華
山
歌
』
の
詩
を
よ
く
観
て
み
る
と
、

謝
眺
の
言
う
敬
亭
山
と
比
較
し
て
い
る
が
、
李
白
に
対
す
る
言
及
は
な
い
。
九
華
山
の
名
称
は
李
白
に
始
ま
る
と
み
な
し
て
い
な
い
か
の
よ
う
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で
あ
る
。
」
）
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
劉
禺
錫
を
は
じ
め
と
す
る
九
華
山
に
関
わ
り
の
あ
る
唐
の
詩
人
た
ち
は
、
果
た
し
て
李
白
の
九
華
山
詩
の
存
在
を
知
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
そ
の
問
題
を
検
討
す
る
に
当
た
っ
て
、
と
り
わ
け
重
要
と
思
わ
れ
る
の
は
、
盟
蜆
園
氏
の
問
題
提
起
の
契
機
に
も
な
っ
て
い
る
、
劉
禺
錫

の
「
九
華
山
歌
」
で
あ
る
。
以
下
に
、
こ
の
作
品
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

三
、
劉
禺
錫
の
「
九
華
山
歌
」
と
李
白
詩
と
の
類
似
性

　
劉
禺
錫
（
字
・
夢
得
、
七
七
二
～
八
四
二
）
は
、
周
知
の
と
お
り
、
中
唐
を
代
表
す
る
詩
人
で
あ
り
、
ま
た
、
韓
愈
、
柳
宗
元
、
白
居
易
、

元
積
等
の
文
学
者
と
の
交
遊
も
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
「
九
華
山
歌
」
は
、
長
慶
四
年
（
八
二
四
年
、
五
三
歳
）
、
和
州
刺
史
と
し
て
任
に
赴
く

際
、
友
人
の
崔
群
の
招
き
に
よ
り
、
池
州
か
ら
宣
州
に
至
る
途
次
、
九
華
山
を
眺
望
し
て
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
、
九
華
山
を
描

い
た
作
品
と
し
て
は
、
李
白
の
そ
れ
と
双
壁
を
な
す
も
の
と
し
て
、
地
志
類
等
に
お
い
て
も
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
例
え
ば
、
鄭
三
俊
「
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

崇
禎
修
山
志
鄭
序
」
に
「
九
華
経
李
青
蓮
目
而
名
始
定
、
経
劉
夢
得
目
而
奇
秀
特
聞
。
」
と
あ
り
、
王
公
弼
「
明
崇
禎
修
山
志
王
序
」
に
「
唐

シ
　
　
ヘ
　
　
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

李
青
蓮
更
名
九
華
、
為
秀
出
芙
蓉
之
句
。
…
唐
以
劉
禺
錫
製
為
九
華
歌
、
而
滋
始
著
名
寓
内
　
。
」
と
あ
り
、
陳
鳳
桐
「
民
国
甲
戌
重
新
鑑
訂

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

九
華
山
志
序
」
に
「
太
白
秀
出
芙
蓉
、
夢
得
宇
宙
尤
物
之
句
。
」
と
あ
る
（
い
ず
れ
も
前
掲
『
九
華
山
志
』
よ
り
引
用
。
同
書
巻
二
「
形
勝
」

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

冒
頭
に
も
「
諦
仙
詠
秀
、
夢
得
驚
奇
。
」
の
語
が
あ
る
）
。
以
下
に
、
そ
の
全
文
を
挙
げ
て
み
る
。
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九
華
山
歌
　
井
引
　
　
〔
九
華
山
歌
　
引
を
井
す
〕
（
†
孝
萱
校
訂
『
劉
禺
錫
集
』
巻
二
六
「
楽
府
・
上
」
）

　
　
九
華
山
在
池
州
青
陽
県
西
南
。
九
峰
競
秀
、
神
采
奇
異
。
昔
予
仰
太
華
、
以
為
此
外
無
奇
、
愛
女
几
、

　
　
及
今
見
九
華
、
始
悼
前
言
之
容
易
也
。
惜
其
地
偏
且
遠
、
不
為
世
所
称
。
故
歌
以
大
之
。

荊
山
、
以
為
此
外
無
秀
。



〔
九
華
山
は
池
州
青
陽
県
の
西
南
に
在
り
。
九
峰
秀
を
競
い
、
神
采
奇
異
な
り
。
昔
、
予
、
太
華
を
仰
ぎ
、
以
て
此
の
外

に
奇
無
し
と
為
し
、
女
几
、
荊
山
を
愛
し
、
以
て
此
の
外
に
秀
つ
る
無
し
と
為
せ
り
。
今
、
九
華
を
見
る
に
及
び
、
始
め

て
前
言
の
容
易
な
る
を
悼
む
な
り
。
其
の
地
の
偏
に
し
て
且
つ
遠
く
、
世
の
称
す
る
所
と
為
ら
ざ
る
を
惜
し
む
。
故
に
歌

ひ
て
以
て
之
を
大
い
に
せ
ん
と
す
。
〕

奇
峰
一
見
驚
魂
醜

意
想
洪
鍾
始
開
閥

疑
是
九
龍
天
矯
欲
肇
天

忽
逢
露
麗
一
声
化
為
石

不
然
何
至
今

悠
悠
億
万
年

気
勢
不
死
如
騰
△

雲
含
幽
今
月
添
冷

日
凝
輝
分
江
濠
影

結
根
不
得
要
路
津

週
秀
長
在
無
人
境

軒
皇
封
禅
登
云
亭

大
禺
会
計
臨
東
漠

乗
楳
不
来
広
楽
絶

奇
峰
　
一
見
す
れ
ば
魂
醜
を
驚
か
し

意
想
す
　
洪
鋪
の
始
め
て
開
開
せ
し
と
き
を

疑
ふ
ら
く
は
是
れ
九
龍
の
天
矯
と
し
て
天
を
馨
ち
ん
と
欲
し
て

忽
と
し
て
露
震
に
逢
ひ
一
声
化
し
て
石
と
為
る
か
と

然
ら
ざ
れ
ば
　
何
ぞ
今
に
至
る
ま
で

悠
悠
　
億
万
年

　
　
　
　
　
　
　
か
ん

気
勢
死
せ
ず
　
騰
△
す
る
が
如
き

雲
　
幽
を
含
み
　
月
　
冷
を
添
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

日
　
輝
を
凝
ら
し
　
江
　
影
を
漂
ら
す

根
を
結
ぶ
は
　
要
路
の
津
を
得
ざ
る
と
こ
ろ

週
秀
と
し
て
　
長
く
無
人
の
境
に
在
り

軒
皇
　
封
禅
　
云
亭
に
登
り

大
禺
　
会
計
　
東
漠
に
臨
む

　
る
い
乗
裸
　
来
た
ら
ず
　
広
楽
絶
え
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独
与
猿
鳥
愁
青
焚

君
不
見
敬
亭
之
山
黄
索
漠

兀
如
断
岸
無
稜
角

宣
城
謝
守
一
首
詩

遂
使
名
声
斉
五
岳

九
華
山
　
九
華
山

自
是
造
化
一
尤
物

焉
能
籍
甚
乎
人
間

　
　
　
　
　
　
け
い

独
り
猿
鳥
と
青
※
を
愁
ふ

　
君
見
ず
や
　
敬
亭
の
山
　
黄
と
し
て
索
漠

ニ
つ兀
と
し
て
断
岸
の
如
く
　
稜
角
無
し

宣
城
の
謝
守
　
一
首
の
詩

遂
に
名
声
を
し
て
五
岳
に
斉
し
か
ら
し
む

九
華
山
　
九
華
山

自
ら
是
れ
造
化
の
一
尤
物

焉
く
ん
ぞ
能
く
　
人
間
に
籍
甚
せ
ん

【
通
訳
】
　
「
九
華
山
の
歌
　
引
を
あ
わ
せ
る
」

　
　
　
〔
引
〕
九
華
山
は
池
州
青
陽
県
の
西
南
に
あ
り
、
九
峰
秀
麗
さ
を
競
い
合
い
、
神
秘
的
で
優
れ
て
い
る
。
昔
、
私
は
華
山

　
　
　
　
を
仰
ぎ
、
こ
の
山
以
上
に
奇
な
る
も
の
は
な
い
と
思
い
、
ま
た
女
几
山
や
荊
山
を
愛
し
、
こ
れ
ら
以
上
に
秀
な
る
も

　
　
　
　
の
は
な
い
と
思
い
込
ん
で
い
た
。
と
こ
ろ
が
今
、
九
華
山
を
見
、
は
じ
め
て
こ
れ
ら
の
発
言
が
軽
率
で
あ
っ
た
と
悔

　
　
　
　
い
て
い
る
。
こ
の
山
が
僻
遠
の
地
に
あ
っ
て
、
世
に
称
賛
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
こ
と
を
遺
憾
に
思
い
、
ゆ
え
に
歌
を

　
　
　
　
作
っ
て
こ
の
山
を
大
い
に
広
め
よ
う
と
思
う
。

　
九
華
山
の
奇
峰
の
数
々
を
ひ
と
た
び
見
れ
ば
魂
醜
も
驚
か
さ
れ
、
こ
の
大
宇
宙
の
開
關
の
時
を
も
想
像
し
て
し
ま
う
。
山
は
、

あ
た
か
も
九
龍
が
天
に
登
ら
ん
と
ば
か
り
勢
い
よ
く
飛
び
上
が
り
、
た
ち
ま
ち
露
震
に
出
会
っ
て
一
声
あ
げ
て
石
と
化
し
た
か

の
ご
と
き
姿
。
そ
う
と
で
も
解
釈
し
な
け
れ
ば
、
ど
う
し
て
は
る
か
億
万
年
も
の
間
、
こ
の
山
の
勢
い
が
失
わ
れ
る
こ
と
も
な
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く
、
軽
や
か
に
舞
い
上
が
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
の
か
。
雲
は
奥
床
し
さ
を
含
み
、
月
は
冷
や
か
さ
を
添
え
、
日
は
輝
き
を
凝

集
し
て
、
江
は
影
を
揺
ら
め
か
す
。
こ
の
山
が
根
を
お
ろ
し
た
土
地
は
道
も
尋
ね
行
く
こ
と
の
で
き
ぬ
辺
鄙
な
場
所
、
し
か
も

高
い
峰
々
に
は
ば
ま
れ
て
、
長
く
無
人
の
境
と
な
っ
て
い
た
。
云
亭
山
は
黄
帝
が
封
禅
の
た
め
に
登
っ
て
著
名
に
な
り
、
会
稽

山
も
大
禺
王
が
東
の
海
を
望
み
見
て
著
名
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
こ
に
は
、
禺
王
が
輿
に
乗
っ
て
登
っ
て
来
る
こ
と
も
な
く
、

黄
帝
が
仙
楽
と
と
も
に
降
臨
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
私
は
猿
や
鳥
た
ち
と
と
も
に
こ
の
青
々
と
し
た
山
の
こ
と
を
悲
し
む
だ

け
で
あ
る
。
あ
な
た
た
ち
は
ご
存
じ
な
い
か
、
あ
の
宣
城
の
敬
亭
山
な
ど
は
、
荒
涼
索
漠
と
し
た
山
で
、
断
崖
の
よ
う
に
呆
と

立
っ
て
い
る
だ
け
で
、
九
華
山
の
よ
う
な
切
り
断
っ
た
線
の
鋭
さ
な
ど
か
け
ら
も
な
い
の
に
、
南
朝
・
斉
の
大
詩
人
謝
眺
が
宣

城
太
だ
っ
た
時
に
、
「
敬
亭
に
遊
ぶ
」
の
一
首
を
詠
じ
た
だ
け
で
、
一
躍
、
五
岳
に
も
等
し
い
名
声
を
勝
ち
得
た
の
を
。
九
華

山
よ
、
九
華
山
、
君
も
君
で
、
大
自
然
の
造
り
出
し
た
一
つ
の
「
優
れ
物
」
な
の
だ
。
ど
う
し
て
世
間
に
知
ら
れ
な
く
て
も
よ

い
も
の
か
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
表
面
的
に
は
、
李
白
の
名
は
、
ど
こ
に
も
出
て
来
な
い
。
果
た
し
て
、
劉
禺
錫
は
、
李
白
の
九
華
山
詩
を
読
ん
で
い
な
か
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
結
論
か
ら
先
に
言
え
ば
、
私
見
で
は
、
こ
の
作
品
は
、
李
白
の
九
華
山
詩
を
知
っ
て
の
上
で
の
作
で
あ
り
、
な
お
か
つ
李

白
に
対
す
る
対
抗
意
識
が
見
え
隠
れ
し
て
い
る
作
と
考
え
た
い
。
そ
の
根
拠
と
し
て
次
の
三
点
が
指
摘
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
ま
ず
第
一
に
、
「
引
」
の
書
き
方
で
あ
る
。
李
白
の
「
改
九
子
山
為
九
華
山
、
聯
句
」
の
「
序
」
と
、
極
め
て
類
似
し
た
発
想
で
書
か
れ
て

い
る
。
李
白
の
「
序
」
の
場
合
、
①
優
れ
た
山
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
司
馬
遷
『
史
記
』
に
も
紹
介
さ
れ
ず
、
古
老
の
口
に
も
上
ら
ず
、
文
学
の

題
材
に
も
さ
れ
て
い
な
い
無
名
の
山
で
あ
る
こ
と
を
ま
ず
強
調
し
、
②
次
い
で
、
改
名
し
、
「
聯
句
」
を
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
将
来

に
伝
え
、
そ
の
名
を
普
及
さ
せ
た
い
と
い
う
旨
を
述
べ
る
、
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
る
。
劉
萬
錫
の
「
引
」
は
、
自
己
の
直
接
体
験
に
基
づ
き
、

他
の
山
と
の
比
較
を
通
し
て
九
華
山
を
賛
美
す
る
、
と
い
う
形
式
に
な
っ
て
い
る
が
、
や
は
り
そ
の
主
旨
は
、
①
九
華
山
は
無
名
の
山
で
あ
り
、
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②
歌
を
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
名
を
世
に
普
及
さ
せ
た
い
、
と
い
う
も
の
で
、
発
想
の
上
で
、
李
白
の
そ
れ
と
酷
似
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、

李
白
が
司
馬
遷
を
持
ち
出
し
、
『
史
記
』
に
も
記
述
が
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
の
に
対
し
て
、
劉
禺
錫
は
詩
中
に
黄
帝
と
禺
王
を
出
し
て
、
彼

ら
も
九
華
山
に
訪
れ
た
こ
と
が
な
い
こ
と
を
指
摘
し
嘆
い
て
い
る
、
と
い
う
点
も
注
意
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
司
馬
遷
．
黄
帝
．
禺
王
は
、

い
ず
れ
も
か
な
り
過
去
の
人
物
で
、
し
か
も
中
国
各
地
を
歴
遊
し
た
人
物
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。
そ
の
意
味
で
も
、
劉
禺
錫
の
発
想
は
李

白
の
そ
れ
に
類
似
し
て
い
る
。

　
第
二
に
、
「
改
九
子
山
為
九
華
山
、
聯
句
」
の
第
七
句
目
（
李
白
担
当
部
分
）
に
あ
る
「
青
※
」
の
語
を
、
劉
禺
錫
も
「
九
華
山
歌
」
の
第

十
五
句
目
に
用
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
「
青
榮
」
の
語
は
古
く
は
漢
の
楊
雄
「
羽
猟
賦
」
に
見
え
、
李
善
注
に
は
「
光
明
貌
。
」
と
解
さ
れ
て

い
る
。
青
く
光
り
輝
く
様
を
い
う
畳
韻
の
語
で
あ
る
。
唐
詩
に
お
い
て
も
、
劉
禺
錫
以
前
に
張
九
齢
、
斐
迫
、
杜
甫
等
の
詩
に
そ
の
用
例
は
見

ら
れ
、
決
し
て
珍
し
い
語
彙
で
は
な
い
が
、
か
と
い
っ
て
頻
用
さ
れ
る
語
彙
で
も
な
い
。
む
ろ
ん
劉
禺
錫
の
こ
の
詩
の
場
合
、
韻
字
の
関
係
上
、

こ
の
語
を
思
い
付
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
や
は
り
、
李
白
と
同
様
の
語
を
用
い
て
い
る
以
上
、
偶
然
の
一
致
と
し
て
片
付
け
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
こ
れ
に
関
連
し
て
、
語
彙
的
な
一
致
で
は
な
い
が
、
「
改
九
子
山
為
九
華
山
、
聯
句
」
は
、
「
妙
有
分
二
気
、
霊
山
開
九
華
」
（
や
は
り
李
白

担
当
の
部
分
）
と
、
九
華
山
創
成
の
由
来
か
ら
説
き
起
こ
し
て
い
る
が
、
劉
禺
錫
も
「
意
想
洪
鑓
開
閥
」
以
下
、
い
か
に
し
て
九
華
山
は
創
造

さ
れ
た
か
、
と
い
う
疑
問
か
ら
書
き
起
こ
し
て
い
る
。
そ
の
点
、
発
想
上
の
一
致
が
見
ら
れ
る
。

　
第
三
に
、
こ
の
「
九
華
山
歌
」
の
内
容
あ
る
い
は
作
風
が
、
李
白
の
他
の
山
岳
詩
に
、
発
想
上
、
極
め
て
類
似
し
て
い
る
、
と
い
う
点
が
指

摘
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
確
か
に
、
李
白
の
「
改
九
子
山
為
九
華
山
、
聯
句
」
「
望
九
華
山
贈
青
陽
章
仲
堪
」
二
首
に
歌
わ
れ
る
九
華
山
と
、

劉
禺
錫
の
「
九
華
山
歌
」
に
歌
わ
れ
る
九
華
山
で
は
、
そ
の
印
象
は
、
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。
李
白
の
そ
れ
は
、
「
蓮
の
花
に
似
て
い
る
」
、

　
「
座
り
な
が
ら
そ
の
松
や
雪
を
眺
め
る
」
、
「
仙
人
の
家
が
あ
る
」
、
「
雲
松
に
臥
し
た
い
」
等
々
、
か
な
り
静
的
で
あ
り
、
優
雅
な
趣
き
に
近
い
。

そ
れ
に
対
し
て
、
劉
禺
錫
の
描
く
九
華
山
は
、
動
的
で
あ
り
、
奇
異
に
し
て
雄
大
、
か
つ
「
空
想
的
」
、
「
浪
漫
的
」
で
あ
る
。
事
実
、
こ
の
詩
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を
芦
荻
．
朱
帆
著
『
劉
禺
錫
及
其
作
品
』
（
時
代
文
芸
出
版
社
、
一
九
八
五
年
）
及
び
張
乗
戌
編
『
山
水
詩
歌
鑑
賞
辞
典
』
（
中
国
旅
游
出
版
社
、

一
九
八
九
年
、
高
志
忠
執
筆
）
で
は
、
「
浪
漫
的
手
法
」
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
も
の
と
し
、
ま
た
、
余
冠
英
主
編
『
中
国
古
代
山
水
詩
鑑
賞
辞
典
』

（
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
九
年
、
戚
維
煕
執
筆
）
で
は
「
虚
想
を
以
て
実
景
を
写
す
る
手
法
」
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
も
の
と
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
う
い
っ
た
評
語
は
、
い
ず
れ
も
、
し
ば
し
ば
李
白
の
作
品
、
詩
風
に
対
し
て
用
い
ら
れ
る
言
葉
で
あ
る
（
現
代
中
国
で
は
李
白

を
「
浪
漫
詩
人
」
と
評
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
）
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
劉
萬
錫
の
こ
の
「
九
華
山
歌
」
の
手
法
が
、
極
め

て
”
李
白
的
”
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
李
白
は
お
び
た
だ
し
い
数
の
山
岳
に
関
す
る
詩
を
残
し
た
詩
人
と
し
て
も
知
ら
れ
る
が
（
大
野

実
之
助
著
『
李
太
白
研
究
』
〔
有
明
書
房
、
改
訂
増
補
版
、
一
九
七
］
年
〕
所
収
「
李
白
と
山
岳
」
を
参
照
）
、
と
り
わ
け
楽
府
歌
行
体
の
そ
れ

は
優
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
「
蜀
道
難
」
「
登
高
丘
而
望
遠
海
」
「
山
人
勧
酒
」
「
西
岳
雲
台
歌
送
丹
丘
子
」
「
同
族
弟
金
城
尉
叔
卿
燭
照
山
水
壁

画
歌
」
「
鳴
皐
歌
送
琴
徴
君
」
「
鳴
皐
歌
奉
饅
従
翁
清
帰
五
崖
山
居
」
「
東
山
吟
」
「
白
雲
歌
送
劉
十
六
帰
山
」
「
当
塗
趙
炎
少
府
粉
図
山
水
歌
」

「
峨
眉
山
月
歌
」
「
峨
眉
山
月
歌
送
蜀
僧
宴
入
中
京
」
「
夢
遊
天
姥
吟
留
別
」
「
盧
山
謡
寄
盧
侍
御
虚
舟
」
等
々
、
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
李
白
以

前
こ
れ
ほ
ど
大
量
に
、
楽
府
歌
行
の
体
を
も
っ
て
山
岳
を
描
い
た
詩
人
は
皆
無
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
も
、
そ
の
多
く
は
、
例
え
ば
「
蜀
道
難
」

「
夢
遊
天
姥
吟
留
別
」
（
い
ず
れ
も
李
白
の
代
表
作
）
の
ご
と
く
、
き
わ
め
て
「
空
想
的
」
「
浪
漫
的
」
で
あ
り
、
動
的
で
あ
り
雄
大
で
あ
る
。

　
劉
禺
錫
が
、
あ
え
て
こ
の
九
華
山
を
、
歌
行
の
体
を
も
っ
て
描
こ
う
と
し
た
の
は
、
李
白
の
こ
う
い
っ
た
作
品
の
影
響
を
受
け
、
こ
の
九
華

山
に
お
い
て
そ
れ
を
応
用
し
、
李
白
に
対
抗
し
よ
う
と
し
た
か
、
あ
る
い
は
、
李
白
が
こ
の
体
を
も
っ
て
九
華
山
を
描
か
な
か
っ
た
こ
と
を
惜

し
ん
で
、
自
ら
筆
を
起
こ
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
推
論
も
成
り
立
ち
う
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
「
九
華
山
歌
」

は
、
発
想
の
上
で
、
李
白
の
、
と
り
わ
け
「
蜀
道
難
」
「
夢
遊
天
姥
吟
留
別
」
の
二
作
品
に
類
似
し
た
点
が
、
多
々
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
「
蜀
道
難
」
の
「
地
崩
山
擢
壮
士
死
、
然
後
天
梯
石
桟
相
鉤
連
」
は
、
蜀
山
が
崩
れ
五
壮
士
が
生
き
埋
め
に
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ

て
現
在
の
よ
う
に
五
嶺
に
分
か
れ
た
と
い
う
伝
説
（
『
華
陽
国
志
』
等
に
見
え
る
故
事
）
を
、
雄
大
な
筆
致
で
描
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ

は
劉
禺
錫
の
「
疑
日
疋
九
龍
天
矯
欲
墓
天
、
忽
逢
解
震
＝
戸
化
為
石
」
と
着
想
の
点
、
筆
致
の
点
で
類
似
す
る
。
ま
た
、
「
蜀
道
難
」
の
「
爾
来
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ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
へ

四
万
八
千
歳
」
と
劉
禺
錫
の
「
悠
悠
億
万
年
」
と
い
う
表
現
、
「
蜀
道
難
」
の
「
猿
揉
欲
度
愁
蓼
援
」
と
劉
禺
錫
の
「
独
与
猿
鳥
愁
青
榮
」
と

い
う
表
現
等
々
、
全
体
の
作
風
の
み
な
ら
ず
、
個
々
の
表
現
や
発
想
に
お
い
て
も
類
似
点
は
少
な
く
な
い
。

　
ま
た
、
「
夢
遊
天
姥
吟
留
別
」
と
比
較
す
る
と
、
類
似
点
は
さ
ら
に
多
い
。
例
え
ば
、
李
白
は
「
天
姥
連
天
向
天
横
、
勢
抜
五
岳
掩
赤
城
」
と
、

五
岳
や
天
台
山
の
赤
城
山
と
い
っ
た
名
山
を
引
き
合
い
に
出
し
、
天
姥
山
の
山
勢
は
、
こ
れ
ら
の
山
々
よ
り
も
優
れ
る
と
賛
美
す
る
が
、
こ
れ

は
、
劉
禺
錫
が
敬
亭
山
を
引
き
合
い
に
出
し
、
そ
れ
よ
り
も
九
華
山
は
優
れ
て
い
る
、
と
す
る
発
想
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
無
名

の
山
水
を
歌
う
に
際
し
て
、
他
の
著
名
な
山
水
を
引
き
合
い
に
出
し
て
比
較
す
る
と
い
う
の
は
、
李
白
の
常
套
手
段
で
あ
り
（
拙
論
「
李
白
に

お
け
る
越
地
方
の
意
義
～
李
白
の
美
意
識
の
源
流
を
め
ぐ
っ
て
」
〔
『
中
国
詩
文
論
叢
』
九
、
一
九
九
〇
年
〕
を
参
照
の
こ
と
）
、
ま
た
、
劉
禺

錫
は
「
宣
城
謝
守
一
首
詩
、
遂
使
名
声
斉
五
岳
」
と
歌
う
が
、
李
白
は
、
そ
の
敬
亭
山
を
謝
眺
の
名
と
と
も
に
著
名
に
し
た
最
大
の
功
労
者
の

一
人
で
あ
る
（
拙
論
「
李
白
に
お
け
る
宣
城
の
意
義
～
『
詩
的
古
跡
』
の
定
着
を
め
ぐ
っ
て
」
〔
『
中
国
詩
文
論
叢
』
十
三
、
一
九
九
四
年
〕
を

参
照
の
こ
と
）
。
ま
た
、
「
夢
遊
天
姥
吟
留
別
」
の
「
列
訣
露
震
、
岳
轡
崩
推
」
と
い
う
表
現
は
、
露
震
に
よ
っ
て
山
が
崩
れ
る
と
い
う
も
の
で
、

こ
れ
に
対
し
劉
禺
錫
の
「
疑
是
九
龍
天
矯
欲
肇
天
、
忽
逢
露
震
］
声
化
為
石
」
の
場
合
、
露
震
に
よ
っ
て
山
が
で
き
る
、
と
い
う
も
の
。
李
白

の
発
想
を
転
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
。
ま
た
、
「
夢
遊
天
姥
吟
留
別
」
の
「
忽
魂
悸
以
醜
動
、
侃
驚
起
而
長
嵯
」
と
、
劉
禺
錫

　
　
　
　
　
　
シ
　
　
　
カ
　
　
　
へ

の
「
奇
峰
一
見
驚
魂
醜
」
と
の
類
似
。
こ
の
他
、
「
日
」
「
月
」
「
雲
」
「
龍
」
「
猿
」
等
、
一
致
す
る
素
材
も
多
い
。
以
上
の
ご
と
く
、
劉
禺
錫

の
「
九
華
山
歌
」
は
、
李
白
の
、
と
り
わ
け
楽
府
歌
行
体
の
山
岳
詩
を
下
敷
き
に
書
か
れ
て
い
る
可
能
性
が
強
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

だ
と
す
れ
ば
、
当
然
、
劉
禺
錫
が
李
白
の
九
華
山
詩
を
読
ん
で
い
た
可
能
性
も
強
く
な
る
。
李
白
の
九
華
山
詩
を
意
識
し
た
か
ら
こ
そ
、
あ
え

て
李
白
の
得
意
と
す
る
歌
行
体
と
い
う
様
式
を
選
択
し
、
な
お
か
つ
「
空
想
的
」
「
浪
漫
的
」
な
作
風
に
し
あ
げ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
で
は
、
何
故
、
李
白
に
つ
い
て
一
言
も
触
れ
て
い
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
考
え
ら
れ
る
理
由
と
し
て
は
、
一
つ
に
は
、
「
九
華
山
歌
」
の
詩

中
に
お
い
て
、
李
白
的
な
表
現
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
で
に
、
読
者
に
対
し
て
、
十
分
李
白
を
感
じ
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
上
こ
と
さ
ら
に

李
白
の
名
を
出
せ
ば
、
興
を
削
ぐ
こ
と
に
も
な
り
、
ま
た
、
李
白
に
対
す
る
対
抗
意
識
の
み
で
書
か
れ
た
も
の
と
誤
解
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
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お
そ
れ
も
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
作
品
の
主
題
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
九
華
山
が
無
名
の
山
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
以
上
、
著
名
人
・

李
白
が
歌
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
語
れ
ば
、
す
で
に
無
名
で
は
な
い
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
反
論
を
予
想
し
て
、
ま
た
別
の
議
論
を
展
開
し

な
く
て
は
な
ら
な
く
な
ろ
う
。
こ
の
作
品
は
、
あ
く
ま
で
九
華
山
を
著
名
に
し
よ
う
と
い
う
の
が
主
旨
で
あ
る
の
で
、
そ
う
い
っ
た
繁
雑
な
議

論
を
避
け
よ
う
と
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
4
）

　
総
じ
て
、
劉
禺
錫
は
彼
以
前
の
唐
詩
人
に
対
し
て
、
あ
ま
り
言
及
を
し
な
い
タ
イ
プ
の
詩
人
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
管
見
に
よ
る
限
り
、

劉
禺
錫
は
、
李
白
に
対
し
て
何
の
コ
メ
ン
ト
も
残
し
て
い
な
い
。
い
ず
れ
稿
を
改
め
て
詳
述
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
こ
う
い
っ

た
事
実
が
あ
る
一
方
で
、
李
白
と
劉
萬
錫
は
、
詩
風
の
上
で
、
か
な
り
の
類
似
点
が
あ
る
。
例
え
ば
、
懐
古
詩
を
得
意
と
し
、
歌
行
体
に
優
れ

て
い
る
、
と
い
っ
た
点
な
ど
は
、
両
者
に
共
通
す
る
特
徴
で
あ
る
。

　
本
節
で
は
、
劉
禺
錫
の
「
九
華
山
歌
」
は
、
李
白
の
九
華
山
詩
及
び
他
の
山
岳
詩
の
影
響
を
受
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
論
じ
て
き
た
が
、
次
節
で
は
、
そ
の
大
前
提
と
も
い
え
る
問
題
、
す
な
わ
ち
、
劉
禺
錫
も
含
め
て
、
九
華
山
に
関
わ
る
詩
人
た
ち
は
、

果
た
し
て
李
白
の
作
品
集
を
読
ん
で
い
た
の
か
、
読
ん
で
い
た
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
経
路
で
、
そ
れ
を
入
手
し
て
い
た
の
か
、
と
い
っ
た

問
題
を
論
じ
て
み
た
い
。
こ
の
点
を
探
っ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
九
華
山
詩
壇
、
ひ
い
て
は
中
晩
唐
詩
壇
に
対
し
て
の
、
李
白
の
影
響
力
が

見
え
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
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四
、
李
白
詩
の
劉
禺
錫
及
び
九
華
山
詩
人
へ
の
伝
播
と
影
響

　
劉
禺
錫
が
、
李
白
の
別
集
を
読
ん
で
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
機
会
は
、
柳
宗
元
や
韓
愈
（
韓
愈
は
李
白
・
杜
甫
を
高
く
評
価
し
て
い
る
）
等

と
の
交
流
以
前
に
も
あ
り
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
劉
家
は
洛
陽
を
根
拠
地
と
し
て
い
た
が
、
父
の
代
、
安
史
の
乱
の
争
乱
を
避
け
、
江
南
の
地

に
移
り
住
み
、
劉
禺
錫
は
そ
の
地
で
生
ま
れ
、
少
年
時
代
を
過
ご
す
こ
と
に
な
る
（
二
十
代
の
始
め
ま
で
在
住
）
。
こ
の
江
南
生
活
時
代
、
劉



禺
錫
は
、
当
地
の
二
人
の
著
名
な
詩
僧
、
較
然
（
七
二
〇
～
八
〇
〇
前
後
）
・
霊
撤
（
七
四
六
或
い
は
七
四
九
～
八
一
六
）
の
知
遇
を
得
て
い
る
。

劉
禺
錫
自
身
、
後
に
「
激
上
人
交
文
集
記
」
（
『
劉
禺
錫
集
』
巻
一
九
）
に
お
い
て
、
「
初
、
〔
霊
撤
〕
上
人
在
呉
興
（
漸
江
省
湖
州
、
九
華
山
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

あ
る
池
州
及
び
宣
州
に
も
近
い
）
、
居
何
山
。
与
昼
公
（
咬
然
の
字
は
昼
）
為
侶
。
時
予
方
以
両
髪
執
筆
硯
、
陪
其
吟
詠
。
皆
日
、
儒
子
可
教
。
」

と
、
当
時
を
懐
か
し
ん
で
い
る
。
と
り
わ
け
較
然
は
、
当
時
の
江
南
文
壇
の
大
御
所
的
存
在
で
あ
り
、
そ
の
江
南
文
壇
（
特
に
湖
州
一
帯
）
は
、

安
史
の
乱
か
ら
の
大
量
の
疎
開
組
も
吸
収
し
て
、
一
大
文
学
集
団
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
も
、
安
史
の
乱
時
の
英
雄
た
る
顔
真
卿
（
七
〇
九
～

七
八
四
）
が
、
た
ま
た
ま
湖
州
刺
史
と
し
て
こ
の
地
に
赴
任
し
て
き
た
（
七
七
三
年
か
ら
七
七
七
年
ま
で
滞
在
）
こ
と
が
、
彼
ら
の
結
束
力
を

一
層
高
め
る
こ
と
に
な
る
。
顔
真
卿
は
、
彼
ら
と
と
も
に
多
く
の
聯
句
を
作
る
と
同
時
に
、
鮫
然
等
を
中
心
に
『
韻
海
鏡
源
』
な
る
字
書
を
編

纂
さ
せ
る
な
ど
、
活
発
に
そ
の
結
束
力
の
強
化
を
図
っ
て
い
る
。
特
に
『
韻
海
鏡
源
』
の
編
纂
に
は
、
顔
真
卿
の
呼
び
掛
け
に
応
じ
、
三
十
名

以
上
の
江
南
文
士
が
集
っ
た
と
い
う
（
中
に
は
『
茶
経
』
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
る
陸
羽
も
参
画
し
て
い
る
）
か
ら
、
顔
真
卿
の
名
声
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
当
時
の
こ
の
地
に
お
け
る
知
識
人
の
層
の
厚
さ
は
、
注
目
に
値
し
よ
う
。

　
さ
て
、
こ
の
較
然
で
あ
る
が
、
彼
は
、
李
白
の
別
集
（
『
草
堂
集
』
）
を
、
李
白
の
死
後
、
最
も
早
く
入
手
し
た
人
物
の
一
人
で
あ
る
可
能
性

が
極
め
て
高
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
買
晋
華
著
『
較
然
年
譜
』
（
夏
門
大
学
出
版
社
、
一
九
九
二
年
）
が
指
摘
し
て
い
る
。
同

書
で
は
、
宝
応
元
年
（
七
六
二
年
）
の
条
に
「
こ
の
年
十
一
月
、
李
白
が
宣
州
当
塗
に
卒
し
、
当
塗
の
令
・
李
陽
泳
は
、
そ
の
作
品
を
『
草
堂

集
』
十
巻
に
編
纂
し
た
。
こ
の
集
は
非
常
に
速
く
湖
州
に
伝
わ
っ
た
に
違
い
な
い
」
と
し
、
そ
の
理
由
と
し
て
「
鮫
然
は
大
暦
中
、
七
言
歌
行

に
長
じ
て
い
る
こ
と
で
著
名
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
歌
行
の
多
く
に
李
白
を
模
倣
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
あ
る
い
は
、
『
草
堂
集
』
が
江
南

一
帯
に
流
伝
し
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
に
補
足
を
加
え
る
な
ら
ば
、
か
な
り
後
に
な
る
が
、
岐

然
は
文
学
理
論
書
『
詩
式
』
を
著
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
李
白
の
作
品
（
「
上
雲
楽
」
）
を
引
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
李
陽
泳
（
生
没
年
未
詳
）

は
、
李
白
の
死
を
見
と
っ
た
人
物
で
、
李
白
の
遺
言
に
従
っ
て
、
こ
の
『
草
堂
集
』
を
編
纂
し
た
人
物
で
あ
る
が
、
彼
が
較
然
・
顔
真
卿
と
も
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ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

交
流
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
鮫
然
の
「
同
顔
使
君
真
卿
、
呪
山
（
湖
州
に
あ
る
山
）
送
李
法
曹
陽
泳
西
上
献
書
、
時
会
有
詔
徴
、
赴
京
」
（
『
全
唐
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詩
』
巻
八
一
八
）
に
よ
っ
て
も
確
認
で
き
る
。
李
陽
泳
と
鮫
然
・
顔
真
卿
の
初
対
面
が
い
つ
の
こ
と
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
、

李
陽
泳
は
、
湖
州
に
至
っ
た
時
点
に
お
い
て
、
こ
の
湖
州
を
中
心
と
し
た
江
南
の
一
大
文
学
集
団
に
李
白
の
詩
文
集
を
紹
介
し
た
こ
と
は
、
ほ

ぼ
確
実
で
あ
ろ
う
。
彼
が
、
李
白
ほ
ど
の
著
名
人
の
詩
文
集
を
紹
介
し
な
か
っ
た
と
仮
定
す
る
ほ
う
が
難
し
い
。
し
か
も
、
こ
の
『
草
堂
集
』

の
編
纂
は
、
李
白
自
身
に
委
嘱
さ
れ
た
と
い
う
栄
誉
あ
る
作
業
で
あ
り
、
そ
の
成
果
を
こ
の
江
南
文
学
集
団
に
紹
介
す
る
こ
と
は
、
李
陽
泳
自

身
の
よ
い
宣
伝
材
料
に
も
な
り
う
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
鮫
然
・
顔
真
卿
ら
の
交
遊
を
た
ど
っ
て
い
く
と
、
劉
長
卿
、
劉
全
白
、
股
佐
明
、
段

淑
、
章
泳
、
章
渠
牟
等
々
、
李
白
が
生
前
交
遊
し
て
い
た
人
物
も
極
め
て
多
い
。
ま
さ
に
、
郁
賢
皓
著
『
李
白
叢
考
』
（
陳
西
人
民
出
版
社
、

一
九
八
二
年
）
所
収
「
李
白
暮
年
若
干
交
遊
考
索
」
に
、
「
李
白
が
晩
年
に
交
わ
り
を
結
ん
だ
人
物
の
多
く
は
、
顔
真
卿
に
何
ら
か
の
関
係
を
も
っ

て
お
り
、
あ
る
も
の
は
親
戚
、
あ
る
も
の
は
大
暦
年
間
に
顔
真
卿
と
交
遊
し
た
こ
と
が
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
ご
と
く
で
あ
る
。

　
本
論
に
関
連
し
て
言
う
な
ら
ば
、
こ
の
『
草
堂
集
』
（
現
存
し
な
い
）
は
、
現
存
の
李
白
集
に
比
べ
分
量
的
に
少
な
く
、
わ
ず
か
に
十
巻
で

あ
る
が
、
通
説
に
よ
る
限
り
、
九
華
山
の
二
首
は
、
李
白
の
晩
年
に
属
す
る
作
で
あ
り
、
し
か
も
本
集
は
九
華
山
に
近
い
宣
州
当
塗
で
編
纂
さ

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
収
録
さ
れ
て
い
る
可
能
性
は
極
め
て
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
若
き
日
の
劉
萬
錫
が
、
較
然
、
あ
る
い
は
、
こ
の
、
李
白
と
関
わ
り
の
深
い
江
南
の
文
学
集
団
の
何
者
か
を
通
じ
て
、
李
白
の
『
草

堂
集
』
に
目
を
通
し
て
い
た
可
能
性
も
多
い
に
あ
る
。
前
掲
「
撤
上
人
交
文
集
記
」
に
も
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
劉
禺
錫
は
、
較
然
ら
と
詩

を
吟
じ
あ
い
、
激
賞
さ
れ
る
ほ
ど
聡
明
な
少
年
で
あ
っ
た
。
咬
然
ら
が
、
彼
に
詩
文
の
勉
学
の
材
料
と
し
て
、
李
白
の
集
を
紹
介
し
な
か
っ
た

と
考
え
る
ほ
う
が
、
は
る
か
に
不
自
然
で
あ
ろ
う
。
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さ
て
、
次
に
問
題
と
な
る
の
は
、
費
冠
卿
及
び
、
彼
に
続
く
、
九
華
山
に
直
結
す
る
晩
唐
の
詩
人
た
ち
と
、
李
白
と
の
関
係
で
あ
る
。
す
で

に
第
二
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
費
冠
卿
の
作
品
に
は
、
李
白
に
直
接
触
れ
た
も
の
は
現
存
し
な
い
が
、
前
述
の
よ
う
に
、
「
九
華
山
化
城
寺
記
」

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

冒
頭
に
「
九
華
山
、
古
号
九
子
山
。
」
と
、
近
年
に
な
っ
て
何
ら
か
の
事
情
に
よ
っ
て
、
山
名
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
を
暗
示
す
る
よ
う
な
発
言



が
あ
り
、
李
白
の
九
華
山
改
名
を
知
っ
て
い
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
ま
た
、
当
時
、
す
で
に
改
名
は
李
白
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、

少
な
く
と
も
当
地
の
間
で
は
常
識
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
李
白
の
名
を
こ
と
さ
ら
挙
げ
る
必
要
は
な
い
と
感
じ
た
が
た
め
に
、
李
白
の
名
を
記

さ
な
か
っ
た
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
「
九
華
四
俊
」
と
称
さ
れ
た
人
物
の
一
人
、
張
嬢
に
「
費
徴
君
旧
居
」
（
『
全
唐
詩
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
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巻
七
〇
二
）
と
い
う
詩
が
あ
り
、
「
浮
世
批
身
外
、
棲
縦
入
九
華
。
遺
篇
補
楽
府
、
旧
籍
隷
仙
家
。
…
」
と
、
費
冠
卿
を
評
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

費
冠
卿
が
、
楽
府
体
の
作
品
に
優
れ
、
仙
道
に
も
通
じ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
ほ
の
め
か
し
て
い
る
。
楽
府
詩
の
名
手
、
神
仙
思
想
の
信
奉
者

と
い
え
ば
、
当
時
と
し
て
も
、
す
ぐ
に
思
い
浮
か
ぶ
の
は
李
白
で
あ
る
。
費
冠
卿
が
張
蜻
の
語
る
よ
う
な
人
物
で
あ
る
な
ら
ば
、
少
な
く
と
も

李
白
の
存
在
自
体
を
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
ま
ず
あ
り
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
費
冠
卿
と
交
遊
の
あ
っ
た
挑
合
の
詩
に
「
送
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活
伝
秀
才
帰
宣
州
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
四
九
六
）
と
い
う
作
が
あ
り
、
そ
の
中
に
「
李
白
墳
三
尺
、
嵯
峨
万
古
名
。
因
君
還
故
里
、
為
我
弔
先
生
。

…
」
と
い
う
部
分
が
あ
り
、
当
時
、
す
で
に
李
白
の
名
は
、
そ
の
墓
所
の
所
在
地
（
以
下
を
参
照
）
と
と
も
に
、
常
識
に
属
し
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
（
な
お
、
挑
合
は
劉
禺
錫
と
も
交
遊
関
係
に
あ
り
、
詩
を
唱
和
し
て
い
る
。
詳
細
は
†
孝
萱
『
劉
萬
錫
叢
考
』
〔
巴
蜀
書
舎
、
一
九
八

八
年
〕
所
収
「
交
遊
考
」
参
照
）
。

　
次
い
で
、
九
華
山
に
関
わ
り
の
深
い
晩
唐
の
詩
人
た
ち
を
見
て
み
る
と
、
そ
の
多
く
が
、
李
白
に
対
し
て
、
か
な
り
の
尊
崇
の
念
を
抱
い
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
例
え
ば
、
九
華
山
人
と
自
ら
号
し
て
い
た
杜
筍
鶴
（
日
本
で
も
彼
の
「
夏
日
題
悟
空
上
人
院
」
の
「
安
禅
不
必
須
山
水
、
滅
得
心
中
火
自
涼
」

の
句
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
）
は
、
宣
州
当
塗
県
青
山
の
李
白
墓
を
訪
れ
た
際
、
「
経
青
山
弔
李
翰
林
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
六
九
一
）
と
題
す
る
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詩
を
残
し
、
そ
の
中
で
、
「
何
為
先
生
死
、
先
生
道
日
新
。
青
山
明
月
夜
、
千
古
一
詩
人
。
…
」
と
、
李
白
を
高
く
評
価
し
、
ま
た
、
「
芙
陳
陶
」

（『

S
唐
詩
』
巻
⊥
ハ
九
一
）
に
お
い
て
は
、
陳
陶
の
墓
所
を
、
「
采
石
江
辺
弔
翰
林
」
と
、
李
白
の
捉
月
伝
承
の
地
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
（
采
石

磯
は
、
李
白
が
長
江
に
舟
を
浮
か
べ
月
を
掬
お
う
と
し
て
溺
れ
死
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
る
地
。
現
在
の
安
徽
省
馬
鞍
山
市
に
あ
る
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
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ま
た
、
「
九
華
四
俊
」
「
威
通
十
哲
」
の
一
人
に
数
え
ら
れ
る
許
業
も
、
青
山
を
訪
れ
、
「
雲
蔵
李
白
墓
、
苔
暗
謝
公
詩
。
」
と
、
「
宿
青
山
館
」
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（『

S
唐
詩
』
巻
六
〇
三
」
）
詩
に
お
い
て
歌
っ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
こ
の
青
山
は
、
李
白
の
愛
し
た
謝
眺
ゆ
か
り
の
地
で
あ
り
、
李
白
も
、

そ
れ
ゆ
え
こ
の
地
を
自
ら
の
墓
地
に
と
遺
言
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
許
裳
が
、
対
句
に
よ
っ
て
、
南
朝
を
代
表
す
る
詩
人
と

李
白
を
同
列
に
並
べ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
注
目
に
値
し
よ
う
。
謝
眺
は
、
文
学
史
的
な
地
位
を
す
で
に
確
立
し
て
い
る
詩
人
で
あ
り
（
特

に
李
白
、
及
び
そ
れ
に
継
ぐ
大
暦
の
詩
人
た
ち
に
よ
っ
て
高
く
評
価
さ
れ
た
）
、
こ
れ
に
対
し
て
、
李
白
は
当
時
か
ら
名
声
の
あ
っ
た
詩
人
と

は
い
え
、
許
業
と
同
じ
唐
代
の
詩
人
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
許
某
自
身
の
心
中
に
、
李
白
は
、
同
じ
唐
代
の
詩
人
で
あ
っ
て
も
、
す
で
に
文
学
史

上
、
評
価
の
定
ま
っ
た
謝
眺
と
同
列
に
扱
っ
て
し
か
る
べ
き
地
位
を
獲
得
し
て
い
る
詩
人
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
わ
け

で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
許
業
が
こ
の
宣
州
に
赴
く
に
際
し
て
、
友
人
の
林
寛
（
生
没
年
未
詳
）
が
、
「
送
許
業
先
輩
帰
宣
州
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
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六
〇
六
）
と
い
う
詩
の
中
で
、
「
鶯
蹄
謝
守
塁
、
苔
老
諦
仙
碑
。
詩
道
喪
来
久
、
東
帰
為
弔
之
。
」
と
述
べ
、
や
は
り
謝
眺
と
李
白
を
対
に
し
て

い
る
。
許
業
の
み
な
ら
ず
、
当
時
の
詩
壇
に
お
い
て
、
李
白
は
謝
眺
と
同
列
に
扱
っ
て
よ
い
と
い
う
共
通
認
識
が
、
す
で
に
成
立
し
て
い
た
こ

と
が
窺
わ
れ
る
。

　
九
華
山
ゆ
か
り
の
人
物
と
し
て
は
、
さ
ら
に
は
股
文
圭
も
、
李
白
の
墓
所
を
訪
れ
て
、
「
経
李
翰
林
墓
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
七
〇
七
）
と
い
う

作
を
残
し
て
い
る
。
や
は
り
「
詩
中
日
月
酒
中
仙
、
平
地
雄
飛
上
九
天
」
と
、
高
い
評
価
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
他
、
張
喬
の
「
弔
前
水
部
買

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

員
外
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
六
三
八
）
に
も
「
李
白
墳
前
踏
、
渓
僧
送
入
林
」
と
い
っ
た
句
が
あ
る
。

　
現
存
の
資
料
に
よ
り
限
り
、
以
上
に
挙
げ
た
例
が
、
九
華
山
に
直
接
関
連
の
あ
る
詩
人
た
ち
の
李
白
言
及
例
の
ほ
ぼ
全
て
で
あ
る
。
彼
ら
の

現
存
作
品
数
自
体
が
非
常
に
少
な
く
、
そ
の
大
半
は
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
だ
け
の
李
白
言
及

例
が
あ
る
以
上
、
お
そ
ら
く
李
白
は
、
さ
ら
に
多
く
の
作
品
の
中
で
触
れ
ら
れ
て
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
さ
ら
に
言
う
な
ら
ば
、
九
華
山

関
係
の
詩
人
た
ち
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
総
じ
て
、
こ
の
時
期
の
詩
人
た
ち
全
般
の
李
白
評
価
は
、
か
な
り
高
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
例

え
ば
、
九
華
山
と
は
直
接
に
は
縁
が
な
か
っ
た
も
の
の
、
こ
の
時
期
を
代
表
す
る
詩
人
で
あ
る
皮
日
休
や
陸
亀
蒙
の
作
品
に
も
李
白
に
言
及
し

て
い
る
作
例
が
あ
る
。
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確
か
に
、
前
掲
の
杜
筍
鶴
「
経
青
山
弔
李
翰
林
」
、
許
業
「
宿
青
山
館
」
、
股
文
圭
「
経
李
翰
林
墓
」
も
、
李
白
の
墓
所
を
訪
れ
て
の
作
で
あ

り
、
墓
前
に
お
い
て
そ
の
故
人
を
高
く
評
価
す
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
の
墓
所
の
あ
る
宣
州
青
山
は
、
九
華
山
と
程
遠
く
な
い
距

離
に
あ
る
。
彼
ら
が
李
白
の
墓
に
詣
で
る
こ
と
も
比
較
的
容
易
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
し
か
し
、
本
稿
の
主
旨
に
即
し
て
言
う
な
ら
ば
、

こ
の
よ
う
に
、
李
白
墓
を
含
め
て
「
季
白
詩
跡
」
の
宝
庫
で
あ
る
宣
州
・
池
州
に
身
を
置
い
て
い
た
彼
ら
は
、
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
か
か
わ

ら
ず
、
常
に
李
白
を
意
識
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
た
、
と
い
う
事
実
は
動
か
せ
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
こ
の
地
は
、
か
つ

て
、
あ
の
李
白
『
草
堂
集
』
を
い
ち
早
く
入
手
し
た
と
考
え
ら
れ
る
、
較
然
・
顔
真
卿
ら
の
文
学
集
団
が
活
発
に
文
学
活
動
を
行
な
っ
て
い
た

湖
州
の
す
ぐ
側
に
位
置
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て
、
彼
ら
が
、
九
華
山
隠
棲
中
に
、
李
白
の
「
改
九
子
山
為
九
華
山
、
聯
句
」

「
望
九
華
山
贈
青
陽
章
仲
堪
」
の
存
在
を
知
る
機
会
も
な
く
過
ご
し
た
と
い
う
可
能
性
は
、
極
め
て
低
い
で
あ
ろ
う
と
判
断
さ
れ
る
。
だ
と
す

れ
ば
、
か
り
に
「
九
華
山
」
な
る
名
称
が
、
李
白
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
と
し
て
も
、
李
白
が
「
九
子
山
を
改
め
九
華
山
に
為
」
さ
ん
と
し

た
行
為
自
体
は
、
彼
ら
の
知
識
の
中
に
あ
っ
て
は
常
識
の
範
囲
内
に
属
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
彼
ら
に
よ
っ
て
、

こ
の
九
華
山
は
、
完
全
に
「
詩
跡
」
と
し
て
の
地
位
を
獲
得
し
、
そ
し
て
、
そ
れ
と
同
時
に
、
そ
の
九
華
山
に
い
ち
早
く
着
目
し
た
詩
人
と
し

て
、
李
白
へ
の
称
賛
の
声
も
高
ま
り
、
北
宋
以
降
の
、
李
白
と
九
華
山
と
の
強
固
な
結
び
つ
き
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
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五
、
結
語
～
命
名
と
い
う
行
為
、
及
び
「
聯
句
」
と
い
う
表
現
手
段
に
つ
い
て

　
以
上
、
本
稿
で
は
、
①
「
九
華
山
」
の
名
称
は
、
北
宋
初
期
の
地
志
等
に
お
い
て
、
す
で
に
公
式
に
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
（
同
時
に
、
そ

れ
ら
の
書
が
李
白
を
命
名
者
で
あ
る
と
並
記
し
て
い
る
こ
と
）
、
②
唐
代
に
お
い
て
も
、
無
名
氏
「
九
華
山
録
」
、
晩
唐
初
期
の
孟
遅
の
「
発
意

風
館
遇
陰
不
見
九
華
山
有
作
」
等
、
李
白
と
九
華
山
と
を
関
連
づ
け
て
述
べ
て
い
る
詩
文
が
若
干
見
ら
れ
る
こ
と
、
③
劉
禺
錫
の
「
九
華
山
歌
」



は
李
白
を
意
識
し
て
書
か
れ
て
い
る
可
能
性
が
強
い
こ
と
、
④
晩
唐
期
に
至
っ
て
、
九
華
山
は
文
学
の
一
つ
の
中
心
地
と
な
っ
て
お
り
、
彼
ら

の
間
で
は
、
李
白
は
高
い
評
価
を
得
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
⑤
李
白
［
▽
費
冠
卿
O
劉
禺
錫
∪
晩
唐
の
九
華
山
ゆ
か
り
の
詩
人
た
ち
、
と

い
う
経
緯
を
経
て
、
九
華
山
の
「
詩
跡
」
化
は
完
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
等
を
指
摘
し
た
。
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5
）

　
最
後
に
、
今
一
度
、
李
白
の
九
華
山
詩
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
す
で
に
、
い
く
つ
か
の
拙
論
で
指
摘
し
て
き
た
よ
う
に
、
李
白
は
、

自
ら
の
訪
れ
た
土
地
を
「
詩
跡
」
化
し
よ
う
と
、
か
な
り
意
識
的
に
努
力
し
て
い
た
詩
人
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
、
そ
れ
ら
の
多

く
は
、
実
際
に
成
功
を
お
さ
め
、
後
世
、
多
く
の
詩
人
に
よ
っ
て
歌
い
継
が
れ
、
ま
た
、
歌
わ
れ
な
い
ま
で
も
、
名
所
旧
跡
と
し
て
旅
客
の
足

を
運
ば
せ
る
土
地
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
に
お
い
て
も
李
白
の
歌
っ
た
土
地
や
遺
跡
の
多
く
は
、
重
要
な
観
光
資
源
と
な
っ
て
い
る
。
九
華
山

も
、
そ
の
一
つ
で
、
山
中
の
化
城
寺
近
く
の
李
白
の
書
堂
（
祠
）
は
、
宋
の
周
必
大
、
元
の
陳
巌
、
明
の
王
陽
明
（
九
華
山
は
彼
が
自
ら
の
思

想
を
形
成
さ
せ
た
地
と
し
て
も
有
名
）
等
の
詩
文
に
よ
っ
て
語
り
継
が
れ
、
幾
度
も
興
廃
が
繰
り
返
さ
れ
つ
つ
も
、
近
年
、
ま
た
新
た
に
再
建

さ
れ
、
観
光
名
所
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
李
白
が
こ
の
山
に
登
っ
た
と
い
う
確
証
は
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
山
中
に
は
多
く

の
李
白
遺
跡
が
存
在
し
、
か
つ
地
元
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
等
に
は
、
多
く
の
李
白
伝
説
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
李
白
の
「
九
華
山
詩
跡
化
」
の
試
み
は
、
み
ご
と
に
成
功
を
お
さ
め
た
結
果
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
要
因
を
考
え
て
み
る

に
、
ま
ず
は
、
こ
の
山
が
、
か
つ
て
は
無
名
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
も
と
も
と
潜
在
的
な
魅
力
を
多
分
に
持
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
李
白
が
う
ま
く

目
を
付
け
た
、
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
し
か
も
、
李
白
は
自
分
が
著
名
人
で
あ
る
と
い
う
利
点
を
周
到
に
活
用
し
て
い
る
。
著
名
人
が

詩
文
に
残
せ
ば
、
当
然
、
人
々
の
話
題
を
呼
ぶ
。
し
か
し
、
李
白
は
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
山
の
名
称
自
体
を
改
変
し
て
し
ま
う
と
い
う
、
極

め
て
大
胆
か
つ
衝
撃
的
な
行
為
に
よ
っ
て
、
強
烈
な
印
象
を
我
々
に
与
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
当
時
、
な
お
、
言
霊
思
想
的
な
信
仰
も
多
く
残
っ

て
い
た
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
お
そ
ら
く
、
こ
の
改
名
に
当
た
っ
て
は
、
儀
礼
的
な
段
取
り
も
経
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
李
白
は
、
命
名

と
い
う
行
為
を
他
所
に
お
い
て
も
行
な
っ
て
お
り
、
銅
陵
の
五
松
山
や
武
漢
の
郎
官
湖
も
、
李
白
が
命
名
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
「
詩
跡
」
化
し

た
土
地
で
あ
る
が
、
李
白
は
郎
官
湖
命
名
の
際
に
は
「
挙
酒
酪
水
」
と
い
う
儀
式
を
行
な
っ
て
い
る
（
「
乏
汚
州
城
南
郎
官
湖
」
の
「
序
」
）
。
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し
か
も
、
こ
の
九
華
山
改
名
に
際
し
て
は
、
そ
の
立
会
人
と
も
言
う
べ
き
人
物
を
揃
え
た
上
で
行
な
っ
て
い
る
。
「
改
九
子
山
為
九
華
山
、

聯
句
」
に
見
え
る
人
物
は
、
夏
侯
週
、
高
露
、
章
権
輿
の
三
人
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
彼
ら
は
、
少
な
く
と
も
こ
の
地
域
に
お
い
て
何
ら
か
の

影
響
力
を
持
つ
人
物
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
ま
ず
夏
侯
週
は
、
朱
金
城
・
聖
蜆
園
校
注
『
李
白
集
校
注
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
）

に
よ
れ
ば
、
「
按
、
当
是
宣
宗
時
宰
相
夏
侯
孜
之
先
代
、
惟
新
書
世
系
表
不
載
、
週
疑
当
作
週
。
」
と
あ
り
、
こ
れ
が
事
実
だ
と
す
れ
ば
、
後
に

宰
相
を
出
す
ほ
ど
の
家
柄
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
章
権
輿
に
つ
い
て
は
、
唐
銭
著
『
李
白
詩
文
繋
年
』
（
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
五

八
年
）
に
よ
れ
ば
、
「
望
九
華
山
贈
青
陽
章
仲
堪
」
の
章
仲
堪
の
こ
と
で
（
つ
ま
り
ど
ち
ら
か
が
名
か
字
）
、
蓋
し
、
青
陽
県
令
（
県
の
長
官
）

で
あ
っ
た
者
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
か
り
に
、
同
一
人
物
で
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
「
望
九
華
山
贈
青
陽
章
仲
堪
」
詩
の
「
青
陽
章
仲
堪
」

と
い
う
書
き
方
か
ら
し
て
、
章
仲
堪
な
る
人
物
が
県
令
で
あ
る
可
能
性
は
高
く
（
ち
な
み
に
、
『
宋
本
』
で
は
「
章
青
陽
」
と
な
っ
て
お
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

だ
と
す
れ
ば
、
ほ
ぼ
間
違
い
な
く
県
令
で
あ
る
）
、
そ
の
人
物
に
贈
っ
た
詩
に
お
い
て
、
す
で
に
「
九
華
山
」
の
名
称
で
語
っ
て
い
る
以
上
、

地
元
の
県
令
レ
ベ
ル
の
改
名
承
認
を
、
こ
の
段
階
で
得
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
点
は
、
こ
の
「
聯
句
」
と
い
う
形
式
で
あ
る
。
「
聯
句
」
の
発
生
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
多
く
の
指
摘
が
あ
る
の
で
、

こ
こ
で
は
触
れ
な
い
が
、
少
な
く
と
も
唐
代
に
入
っ
て
か
ら
は
、
し
ば
ら
く
は
ほ
と
ん
ど
行
な
わ
れ
て
お
ら
ず
、
李
白
ら
の
こ
の
「
聯
句
」
以

前
で
は
、
中
宗
の
宮
廷
内
で
行
な
わ
れ
た
「
十
月
誕
辰
内
殿
宴
群
臣
数
柏
梁
体
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
二
）
を
見
る
程
度
に
す
ぎ
な
い
。
『
全
唐
詩
』

も
、
巻
七
八
八
以
下
の
「
聯
句
」
の
条
の
筆
頭
に
、
こ
の
「
改
九
子
山
為
九
華
山
、
聯
句
」
を
挙
げ
、
以
下
、
ほ
ぼ
年
代
順
に
杜
甫
ら
、
顔
真

卿
ら
、
白
居
易
ら
、
韓
愈
ら
の
聯
句
を
挙
げ
て
い
る
。
つ
ま
り
宮
中
行
事
等
を
除
け
ば
、
こ
の
「
改
九
子
山
為
九
華
山
、
聯
句
」
は
、
現
存
す

る
唐
代
最
古
の
聯
句
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
ち
な
み
に
李
白
集
に
お
い
て
も
こ
の
一
首
の
み
）
。
こ
こ
に
、
李
白
の
「
九
華
山
詩
跡
化
」
へ
の

情
熱
が
見
て
取
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
聯
句
」
と
い
う
、
当
時
と
し
て
は
、
い
さ
さ
か
奇
異
な
、
あ
る
い
は
時
代
錯
誤
的
な
表
現
手

法
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
単
に
そ
の
場
に
い
る
同
席
者
ど
う
し
の
結
束
力
、
連
帯
感
を
強
め
る
だ
け
で
な
く
、
こ
の
作
品
自
体
を
読
者
に
強

烈
に
印
象
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
九
華
山
の
名
を
後
世
に
伝
え
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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〔
注
〕

「
詩
跡
」
の
定
義
等
に
関
し
て
は
、
拙
論
「
李
白
に
お
け
る
武
漢
の
意
義
～
『
詩
的
古
跡
』
の
生
成
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
中
国
詩
文
論
叢
』
十
一
、
一

九
九
二
年
）
及
び
「
李
白
に
お
け
る
宣
城
の
意
義
～
『
詩
的
古
跡
』
の
定
着
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
中
国
詩
文
論
叢
』
十
三
、
一
九
九
四
年
）
及
び
「
李

白
と
『
詩
跡
』
～
”
中
国
詩
の
歌
枕
”
」
（
大
修
館
書
店
『
月
刊
し
に
か
』
一
九
九
九
五
年
六
月
号
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

唐
鎮
著
『
李
白
詩
文
繋
年
』
（
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
五
八
年
）
は
天
宝
十
三
載
、
安
旗
主
編
『
李
白
全
集
編
年
注
釈
』
（
巴
蜀
書
社
、
一
九
九

〇
年
）
は
天
宝
十
四
載
と
す
る
。

以
下
、
詩
人
の
生
没
年
に
つ
い
て
は
、
周
勲
初
主
編
『
唐
詩
大
辞
典
』
（
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
）
に
従
う
。

た
だ
し
、
「
唐
故
尚
書
主
客
員
外
郎
盧
公
集
記
」
に
王
維
、
崔
頴
の
名
が
見
え
、
「
董
氏
武
陵
集
」
に
杜
甫
の
名
が
見
ら
れ
る
、
と
い
っ
た
若
干
の

例
外
は
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
場
合
も
、
特
に
劉
禺
錫
が
、
彼
ら
に
対
し
て
何
ら
か
の
評
価
を
加
え
て
い
る
わ
け
で
な
く
、
当
時
の
著
名
詩
人

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

注
（
1
）
所
掲
の
論
文
を
参
照
の
こ
と
。
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